
　2020 年度第 3・4 タームの授業に関するアンケートを 11・1 月に実施しました。延べ 47,262 人の履修者数に対して回答者数は 16,164 人、
回答率は 34.2% でした。設問 1～12、18～25 は、授業が適切に実施されていたかの評価となっており、ほとんどの設問において 4 点以上と高
評価を得る結果となりました。設問 13～15、17 は、学生が自分自身の受講姿勢を振り返る設問です。昨年度同時期から特に改善した項目は、17 
授業時間外の学習時間（0.44 ポイント上昇）、15 欠席回数の減少（0.51 ポイント上昇）、24 宿題・小テストの実施（0.21 ポイント上昇）の 3 つ
です。オンライン授業が主体となりましたが、学生の学修の取り組み状況に改善が見られました。結果は引き続き学内で検討を行うとともに、今後
もアンケートを実施し、さらなる授業改善に努めてまいります。

タイトル : Developing Lexical Competence: From Theory to Practice to Online Application 
講　　師：Prof. Charles Browne 
対　　象：現職の英語教員、英語教育について学ぶ学生・大学院生、英語教育に関心のある方 
日　　時：2021 年 8 月 16 日（月）、17 日（火）、18 日（水）、19 日（木）、21 日（土） 
　　　　　各日とも 10:30～12:00
開催形式：Zoom によるオンラインセッション　※英語での講義です。同時通訳はありません。
定　　員：60 名（先着順に申込受付、定員になり次第締切） 
受 講 料：各回 2,500 円（津田塾大学学部生 1,000 円）、全日程申込の場合は 10,000 円
　　　　　（津田塾大学教員、津田塾大学大学院生の受講料は無料。要事前申込）
　　　　　詳細は本学 Web サイトをご覧ください。 
申込フォーム： https://forms.gle/tzzQKbKuwe6KMpTb6
申込期間：2021 年 7 月 1 日（木）～8 月 9 日（月） 
問合せ先：文学研究科英語教育研究コース担当 �  
　　　　　e-info@tsuda.ac.jp

2020年度第 3・4 ターム　授業に関するアンケート実施結果

夏期公開講座（大学院文学研究科英語教育研究コース） 

授業に関する設問

1 この授業を受講する際に、シラバスは有用でしたか。
2 各回の授業のねらいは明確に理解できましたか。
3 各回の授業の内容は理解できましたか。
4 授業で到達目標としている内容が身についたと思いますか。
5 課外学修の指導（参考文献の提示、文献の調べ方など）は適切でしたか。
6 �この授業を受講して、テーマとする分野への問題意識や関心が深まり

ましたか。
7 この授業はよく準備・計画されていたと思いますか。
8 教員は受講者とコミュニケーションをとる努力をしていましたか。
9 教科書・授業レジュメプリントや参考文献は、講義内容の理解に効果

的でしたか。
10  教員の声の大きさや話し方は適切でしたか。
11  板書やパワーポイント等の資料はわかりやすかったですか。	
12  教員は静かな環境で受講できるよう努力していましたか。
16  総合的に判断してあなたはこの授業に満足しましたか。
18  教員は何回ぐらい休講（補講のないもの）をしましたか。
19  教員はクラスレポート（口頭発表）を課し、論評していますか。
20  教員はレポート等の返却（またはその告知）をしていますか。
21 教員は自主的発言を重んじ、評価していますか。
22  教員は学生一人一人の学修状況、理解の程度を把握していますか。
23  教員は質問の機会を与え、適切に答えていますか。
24  教員は宿題や小テストを課しましたか。
25 教員は授業の時間を守っていましたか。

受講姿勢に対する自己評価

13 授業を静かな環境で受講できるよう努力しましたか。
14 この授業に積極的に参加し、意見や質問を述べるよう努力しましたか。
15 この授業の今までの欠席回数は何回ですか。
17 この授業に関して、授業時間外で学修に当てた時間は毎週どれくらいで

したか。
※ 文献調査・資料収集を行った時間も含む

※ 設問別　回答内容
問 1～14、19～25　　 �[5]：大いにそう思う　[4]：そう思う　[3]：どちらともいえない	  

[2]：あまりそう思わない　[1]：そう思わない
問 15( 欠席回数 )　　 [5]：0 回　 [4]：1 回　[3]：2 回　[2]：3 回　[1]：4 回以上
問 16( 総合満足度 )　[5]：満足　[4]：やや満足　[3]：ふつう　[2]：やや不満　[1]：不満

問 17�( 授業外学修時間 ( 週 ))
[5]：3 時間以上　[4]：1-3 時間　[3]：30 分 -1 時間		
[2]：30 分未満　[1]：ほとんど行わなかった

問 18�( 休講回数 )
[5]：0 回　[4]：1 回　[3]：2 回　[2]：3 回　[1]：4 回以上
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2020 年度平均
1 シラバスは有用だったか

2 授業のねらいの理解度
3 授業内容の理解度

4 到達目標の達成度

5 課題学修指導の適切さ

6 分野への問題意識・関心

7 授業の準備・計画性

8 教員コミュニケーション姿勢

9 理解度に関する教材の効果

10 教員の声の大きさ・話し方

11 板書や資料のわかりやすさ

12 教員の静寂さへの努力
18 休講の回数19 クラスレポートの実施

20 レポート等の返却

21 自主的発言の評価

22 学修状況・理解度の把握

23 質問の機会・回答

24 宿題・小テストの実施

16 総合的満足度

13 学生の静寂さへの努力

14 授業への取り組み

15 欠席の回数
17 授業時間外の学修時間

25 教員は時間を守ったか

2019 年度平均
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